平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ２ ９ 日統	計	分	析	課

「平成２８年	青森県の人口」について（概要）

１	人口の動向について
平成28 年10 月1 日現在の本県人口は、1,293,681 人で、前年に比べ14,584 人（1.11％）の減少となった。
平成27 年10 月1 日から平成28 年9 月30 日までの自然動態は、出生者数が8,726 人、死亡者数が17,404
人で、自然増減数は 8,678 人（0.66％）の減少となった。
また、平成 27 年 10 月 1 日から平成 28 年 9 月 30 日までの社会動態は、転入者数が 20,081 人、転出者
数が 25,987 人で、社会増減数は 5,906 人（0.45％）の減少となった。

表１   人口動態の推移（平成22 ～28 年）
（単位：人、％）
	年次
	人口
	人口
増減数
	人口
増減率
	自然
	自然
増減率
	社会
	社会
増減率

	
	
	
	
	増減数
	出生数
	死亡数
	
	増減数
	転入者
	転出者
	

	平成22
	1,373,339
	-9,178
	-0.66
	-6,219
	9,754
	15,973
	-0.45
	-5,033
	21,977
	27,010
	-0.36

	23
	1,363,038
	-10,301
	-0.75
	-6,695
	9,559
	16,254
	-0.49
	-3,606
	22,074
	25,680
	-0.26

	24
	1,349,969
	-13,069
	-0.96
	-7,756
	9,193
	16,949
	-0.57
	-5,313
	21,272
	26,585
	-0.39

	25
	1,336,206
	-13,763
	-1.02
	-8,255
	9,070
	17,325
	-0.61
	-5,508
	20,975
	26,483
	-0.41

	26
	1,321,895
	-14,311
	-1.07
	-7,863
	9,152
	17,015
	-0.59
	-6,448
	20,393
	26,841
	-0.48

	27
	1,308,265
	-13,630
	-1.03
	-8,587
	8,570
	17,157
	-0.65
	-6,278
	19,981
	26,259
	-0.47

	28年
	1,293,681
	-14,584
	-1.11
	-8,678
	8,726
	17,404
	-0.66
	-5,906
	20,081
	25,987
	-0.45


（注1）推計人口は、各年10月1日現在の推計。
[image: ]（注2）平成22年の人口は平成22年国勢調査人口、平成27年の人口は平成27年国勢調査人口であり、人口増減数は、前年の人口との       差を掲載している。そのため、平成22年と27年の人口増減数は、その年の自然増減数と社会増減数を足した数値とは一致しない。
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２	年齢別推計人口について
平成 28 年 10 月 1 日現在の人口を年齢（３区分）別にみると、15 歳未満人口（年少人口）は前年に比べ
4,075 人減の 144,133 人、15 歳～64 歳人口（生産年齢人口）は 17,187 人減の 740,680 人、65 歳以上（老
年人口）は 6,678 人増の 397,618 人となった。なお、65 歳以上人口のうち、75 歳以上人口は 202,771 人となった。
構成比でみると、年少人口は前年より  0.2  ポイント低下の  11.2%、生産年齢人口は  0.6  ポイント低下の
57.8%、老年人口は 0.9 ポイント上昇の 31.0%となった。年少人口の割合は国勢調査が開始された大正 9 年
以降最も低かった一方で、老年人口の割合は大正   9   年以降最も高くなっており、今後、少子・高齢化がさらに進行することが見込まれる。
表２- １ 年齢別人口の推移（平成22 ～28 年）
（単位：人）
	
年次
	

	
	
総数
	15歳未満
（年少人口）
	15～64歳
（生産年齢人口）
	

	
	
	
	
	（老年人口）
	うち
65～74歳
	うち
75歳以上

	平成22年
	1,373,339
	171,842
	843,587
	352,768
	173,115
	179,653

	23年
	1,363,038
	168,013
	836,194
	353,689
	168,371
	185,318

	24年
	1,349,969
	163,403
	818,834
	362,590
	171,957
	190,633

	25年
	1,336,206
	158,855
	801,025
	371,184
	176,044
	195,140

	26年
	1,321,895
	154,736
	780,921
	381,096
	184,484
	196,612

	27年
	1,308,265
	148,208
	757,867
	390,940
	191,596
	199,344

	28年
	1,293,681
	144,133
	740,680
	397,618
	194,847
	202,771


（注１） 総数には、年齢不詳者を含んでいる。

表２- ２ 年齢別人口の構成比の推移（平成22 ～28 年）
（単位：％）
	
年次
	15歳未満
（年少人口）
	15～64歳
（生産年齢人口）
	

	
	
	
	（老年人口）
	うち
65～74歳
	うち
75歳以上

	平成22年
	12.6
	61.7
	25.8
	12.7
	13.1

	23年
	12.4
	61.6
	26.0
	12.4
	13.6

	24年
	12.2
	60.9
	27.0
	12.8
	14.2

	25年
	11.9
	60.2
	27.9
	13.2
	14.7

	26年
	11.8
	59.3
	28.9
	14.0
	14.9

	27年
	11.4
	58.4
	30.1
	14.8
	15.4

	28年
	11.2
	57.8
	31.0
	15.2
	15.8


（注１） 総数には、年齢不詳者を含んでいる。
[image: ]
（注１）90 歳以上はまとめて 90 歳以上とし、年齢不詳を除いた。

３	年齢別県外転入出の状況について
各年齢別に平成 27 年 10 月 1 日から平成 28 年 9 月 30 日までの県外からの転入者数をみると、22 歳が最も多く、次に 18 歳、24 歳と続き、25 歳を超えると年齢が高くなるにつれて少なくなっている傾向にある。
一方、県外への転出者数は、18 歳が最も多く、次に 22 歳、20 歳と続き、25 歳を超えると年齢が高くなるにつれて少なくなっている傾向にある。
また、60 歳から 70 歳では、転入者数が転出者数を上回っている。

表３ 年齢別県外転入出の状況（平成27年10月1日～平成28年9月30日）
（単位：人）
	年齢
	転入者数
	転出者数
	差引増減
	年齢
	転入者数
	転出者数
	差引増減
	年齢
	転入者数
	転出者数
	差引増減

	0
	357
	366
	-9
	30
	562
	578
	-16
	60
	132
	122
	10

	1
	304
	312
	-8
	31
	539
	515
	24
	61
	100
	84
	16

	2
	278
	275
	3
	32
	510
	543
	-33
	62
	81
	77
	4

	3
	247
	258
	-11
	33
	468
	453
	15
	63
	87
	59
	28

	4
	210
	240
	-30
	34
	402
	449
	-47
	64
	97
	62
	35

	5
	168
	213
	-45
	35
	384
	447
	-63
	65
	103
	90
	13

	6
	203
	221
	-18
	36
	344
	396
	-52
	66
	82
	72
	10

	7
	123
	161
	-38
	37
	366
	393
	-27
	67
	60
	54
	6

	8
	127
	135
	-8
	38
	327
	403
	-76
	68
	75
	63
	12

	9
	86
	142
	-56
	39
	315
	332
	-17
	69
	57
	37
	20

	10
	105
	129
	-24
	40
	276
	347
	-71
	70
	47
	28
	19

	11
	68
	87
	-19
	41
	296
	340
	-44
	71
	34
	36
	-2

	12
	91
	146
	-55
	42
	260
	312
	-52
	72
	21
	32
	-11

	13
	50
	79
	-29
	43
	265
	285
	-20
	73
	30
	27
	3

	14
	46
	60
	-14
	44
	234
	269
	-35
	74
	29
	34
	-5

	15
	60
	147
	-87
	45
	235
	268
	-33
	75～
	283
	439
	-156

	16
	40
	40
	0
	46
	192
	265
	-73
	総数
	20,081
	25,987
	-5,906

	17
	27
	52
	-25
	47
	218
	214
	4
	

	18
	801
	2,796
	-1,995
	48
	203
	227
	-24
	

	19
	711
	633
	78
	49
	166
	184
	-18
	

	20
	648
	1,308
	-660
	50
	172
	169
	3
	

	21
	613
	941
	-328
	51
	143
	164
	-21
	

	22
	993
	1,966
	-973
	52
	147
	178
	-31
	

	23
	721
	975
	-254
	53
	141
	152
	-11
	

	24
	751
	984
	-233
	54
	120
	166
	-46
	

	25
	664
	757
	-93
	55
	115
	97
	18
	

	26
	675
	696
	-21
	56
	115
	162
	-47
	

	27
	609
	652
	-43
	57
	110
	120
	-10
	

	28
	599
	616
	-17
	58
	113
	114
	-1
	

	29
	572
	638
	-66
	59
	78
	104
	-26
	


（注１）年齢は移動した月の末日現在。
（注２）転入・転出者数には県内市町村間の移動者数は含まれない。
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参考	平成 29 年 1 月 1 日現在推計人口について
平成29 年1 月1 日現在推計人口は、1,291,206 人で、前年に比べ14,515 人（1.11%）の減少となった。
平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 12 月 31 日までの自然動態は、出生数者が 8,685 人、死亡者数が
17,347 人で、自然増減数は 8,662 人（0.66%）の減少となった。
また、平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 12 月 31 日までの社会動態は、転入者数が 19,800 人で、転
出者数が 25,653 人で、社会増減数は 5,853 人（0.45%）の減少となった。

参考  人口動態の推移（平成23 ～29 年）
（単位：人、％）
	年次
	人口
	人口
増減数
	人口
増減率
	自然
	自然
増減率
	社会
	社会
増減率

	
	
	
	
	増減数
	出生数
	死亡数
	
	増減数
	転入者
	転出者
	

	平成23
	1,371,440
	-9,394
	-
	-6,376
	9,712
	16,088
	-
	-5,099
	21,808
	26,907
	-

	24
	1,361,053
	-10,387
	-0.76
	-6,922
	9,532
	16,454
	-0.50
	-3,465
	21,968
	25,433
	-0.25

	25
	1,347,650
	-13,403
	-0.98
	-8,093
	9,199
	17,292
	-0.59
	-5,310
	21,327
	26,637
	-0.39

	26
	1,333,729
	-13,921
	-1.03
	-7,997
	9,123
	17,120
	-0.59
	-5,924
	20,764
	26,688
	-0.44

	27
	1,319,297
	-14,432
	-1.08
	-8,163
	8,914
	17,077
	-0.61
	-6,269
	20,204
	26,473
	-0.47

	28
	1,305,721
	-13,576
	-1.03
	-8,606
	8,625
	17,231
	-0.65
	-6,205
	20,214
	26,419
	-0.47

	29年
	1,291,206
	-14,515
	-1.11
	-8,662
	8,685
	17,347
	-0.66
	-5,853
	19,800
	25,653
	-0.45


（注1）人口は、各年1月1日現在の推計。
（注2）平成23年から平成27年は平成22年国勢調査人口を基礎に、平成28年及び29年は平成27年国勢調査人口を基礎に推計している。
（注3）平成23年次及び平成28年次は以下の計算により算出しているため、人口増減数は、自然増減数と社会増減数を足した数値とは一致しない。
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image1.png
e B1 AQBEQHS (51~ Fksr) CoEOBE: N

120000 20000
COmEEN  CORCER
S CORAEY  CoRHER
fomo i —EAMEN —i RS 150
M o — AR
80,000 H H H HH M 10000
w0000 HH HHHH HH I P,
Sislslsls
NEISIRISRSIR|S S sl s|sls|sISIS H
o LT L 5(8
H d i
50 Tl 1T -
0000 100
so0 [— 15000
200 200

551 552 553 54 55 556 557 S50 S50 SAD SB1 SH2 SAD HI H2 HD HA K5 HG HT HE HO HIOHIT HIZ HID HIA HIS HIG HI7 HIB HID H0 K21 He2 Had Had H25 128 K27 126




image2.png
w0 1500

w

RED AR 5 IR 13 A D)

2 FEHREOAOESIVF (FR28EEBHSSFDLLE)

w
500 20000

FaLes
709
Bize~2450)
BARE=T—4

po

Prosr ey
e
i~
mre—T—b

05 (BHSSE) = 5 (TR28E)
0% (BBFSSEE) % (TRL28HE)





image3.png
X3 sl R ERH A DRI (FR285)

(N)
1500
1000
500 T —
0
-500 |
-1000 a
L RSERA
-1500 CORSMEH
——E35118R
~2000 =
~2500
~3000
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75%%

Bt




